
令和７年度 グローバル科に関するアンケートのまとめ 

中泊町立武田小学校 

 

１ 実施期間  令和８年１月１９日（月）～２８日（水） 

 

２ 対  象  ３学年以上の児童の保護者３３名    

 

３ 回 収 率  １００％                            

 

４ 集計結果 

 

  １ 中泊町が実施している特別の教育課程「グローバル科（メタバースを活用した英語学習）」の内容

と取組について知っている。 

当てはまる ２１人 ６３．６％ 

少し当てはまる  ６人 １８．２％ 

あまり当てはまらない  ５人 １５．２％ 

当てはまらない  １人  ３．０％ 

 

 

２ グローバル科の意義・重要性を感じている。 

当てはまる ２２人 ６６．７％ 

少し当てはまる  ８人 ２４．２％ 

あまり当てはまらない  ３人  ９．１％ 

当てはまらない ０人    ０％ 

 

 

 

３ グローバル科による子どもたちの学びや成長に期待している。 

当てはまる ２３人 ６９．７％ 

少し当てはまる  ９人 ２７．３％ 

あまり当てはまらない ０人    ０％ 

当てはまらない  １人  ３．０％ 

 

 

 

４ 今後もグローバル科にさらなる工夫や発展が重要であると感じている。 

当てはまる ２２人 ６６．７％ 

少し当てはまる  ９人 ２７．３％ 

あまり当てはまらない  ２人  ６．０％ 

当てはまらない ０人    ０％ 

 



 

 

５ 学校は、お便りやホームページなど、機会を見つけてグローバル科の学びやその効果について発信して

いる。 

当てはまる １３人 ３９．４％ 

少し当てはまる １６人 ４８．５％ 

あまり当てはまらない  ３人  ９．１％ 

当てはまらない  １人  ３．０％ 

 

 

６ 子どもたちは、グローバル科での学びに意欲をもって取り組んでいる。 

当てはまる ２１人 ６３．６％ 

少し当てはまる  ９人 ２７．３％ 

あまり当てはまらない  ３人  ９．１％ 

当てはまらない ０人 ０％ 

 

 

 

７ お子さんは、グローバル科で学んだことを自宅でよく話題にしている。 

当てはまる １４人 ４２．４％ 

少し当てはまる １０人 ３０．３％ 

あまり当てはまらない  ９人 ２７．３％ 

当てはまらない ０人 ０％ 

 

 

 

８ お子さんは、昨年までと比較して、外国や外国語に対する興味や関心が高まってきたと感じている。 

当てはまる １２人 ３６．４％ 

少し当てはまる １３人 ３９．４％ 

あまり当てはまらない ７人 ２１．２％ 

当てはまらない  １人  ３．０％ 

 

 

 

９ グローバル科が始まり、お子さんは外国語に親しんだり、基礎的な技能が身に付いてきたと感じている。 

当てはまる  ８人 ２４．２％ 

少し当てはまる １５人 ４５．５％ 

あまり当てはまらない  ８人 ２４．２％ 

当てはまらない ２人  ６．１％ 

 

 



１０ 今後もグローバル科に対して期待している。 

当てはまる ２４人 ７２．７％ 

少し当てはまる  ８人 ２４．２％ 

あまり当てはまらない  １人  ３．１％ 

当てはまらない ０人 ０％ 

 

 

 

 

【考察】 

・今年度から始まったグローバル科は、ネイティブの英語にふれ、より実践的なコミュニケーション能力を

養う点において、９割以上の保護者が期待を寄せている。他市町にはない中泊町の教育の特徴として、保

護者の期待は大きい。その期待に応えるべく、学校と町教育委員会は、成果と課題を明らかにし、よりよ

いグローバル科のあり方を話し合っていかなければならない。 

・具体的な内容と取組を理解している保護者は８割にとどまった。学級通信や学校だより、ホームページ、

YouTubeなどで紹介はしているが、特別な教育課程であるため馴染みがない分、どのようなことを行って

いるのかイメージしづらいのであろう。今年度、このアンケートを実施するにあたって、授業を自由参観

してもらった。参観者は少なかったが、今後も積極的に授業を公開していくことで、保護者の理解を深め

ていくことができると考える。 

・外国や外国語に関する興味関心、基礎的な技能の向上に関しては、１年目ということもあり、まだ実感で

きるほどではない。継続していくことで、評価も上がっていくのではないかと思う。 

 

  

 


